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Delphi/400導入の経緯
　ユサコは、海外の医学系学術誌やデー
タベースの輸入販売などを行っている会
社であり、ユーザー企業の立場で、
System/38 の時代から IBM のメインフ
レームを使い続けている。
　当時から基幹システムとして販売管理
システムを自社開発しており、現行の基
幹システムも開発開始から 16 年、運用
開始から 14 年の間機能拡張を行いなが
ら使い続けてきた。
　とはいえ、現場で扱わなければならな
い情報量が格段に増え、エミュレーター
画面の表示能力にも限界を強く感じ、イ
ンターフェースを再構築するためのツー
ルを探していた。
　他にも CASE ツール等も検討してい
たが、開発やユーザー操作の自由度が低
く、Delphi/400 であればどんな要望に
もフレキシブルに応えられると考えた。

なぜフレームワークが
必要か
　Delphi/400 での開発は自由度が高く、
CASE ツールのように煩雑な事前作業
は必要ないが、その反面、開発者ごとに
データベースやコーディング上の命名基
準、画面構成や配色、エラー処理といっ
たものがバラバラになってしまう恐れが
ある。
　この問題を回避するには、モデリング
やコーディング規則だけでなく、ユー
ザーに同じ見た目で、同じ操作基準を
持った、一貫性のあるシステムを提供す
る「開発フレームワーク」が必要である。
しかし、製品化されているものがなく、
内製するに至った。
　加えて、フレームワークを使用するこ
とにより仕様変更に強く、開発やテスト
工数を削減し、バグも減らせるという利
点も重要であった。

フレームワーク概要
　フレームワークは現行システムに不足
している管理用テーブルや、標準コン
ポーネントを拡張したオリジナルコン
ポーネント、キャッシュ用エンティティ
クラス等の共通クラス、入力値チェック
や値選択機能、アプリケーション自動配
布の仕組みで構成している。
　開発に当たっては、コーディング量を
減らし、開発効率と保守性を高めるため、
オブジェクト指向でいうカプセル化（※）
やロジックの汎用化（汎化）を意識した。

【図 1】
　また、オブジェクト指向言語でクライ
アント / サーバー系システムの開発をフ
レームワーク部分から行うのは初めてで
あったため、開発支援を受け試行錯誤し
ながらの構築であった。

※カプセル化とは
　オブジェクト内のデータを直接操作で
きないように、その構造を外部から隠蔽
すること。オブジェクト内の仕様変更が
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ソース1　サンプルコード

図1　フレームワーク概要

図2　アプリケーション自動配布
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他のプログラムに影響せず、他からも影
響されないため、プログラムの開発効率
と保守性が高まり、再利用しやすくなる。

開発効率と保守性を
高める工夫
　社内 SE の仕事は開発以外にも多岐に
わたるため、内製を維持するには開発効
率が非常に重要である。また、現場の要
望に迅速に応え、競争力を上げるために、
保守性も同様に重要である。
　そのため、いかに同じコードを記述せ
ずコード数を減らすか、誰が書いても同
様の記述になるかを意識しており、その
いくつかを紹介する。

（1）アプリケーションの自動配布
　EXE ファイルと Delphi/400 をクラ
イアント PC へ事前にインストールせ
ず、ユーザーの初回起動時に自動でイン
ストールする仕組みを構築した。初回起
動時以降は、EXE ファイルや Delphi/400
のバージョンアップを自動で行うように
しており、インストールと更新作業の手
間をなくした。
　これにより、ひんぱんにアプリケー
ションの仕様変更や Delphi/400 のバー
ジョンアップがあったとしても、配布の
手間を気にせずクライアントを最新の状
態にすることができる。
　各クライアントの設定を保管する ini
ファイルに関しては、初回起動時には
ファイルをコピーしているが、それ以降
は ini ファイルの内容をチェックして追
加されたセクションおよびキーのみ追加
し、設定情報を消さないようにしている。
64bit 版 OS のクライアントも対応済で
ある。【図 2】

（2）フィールド論理名管理
　DBGrid の列名や入力項目（DBEdit）
のラベル Caption をデザイン画面で設
定するのではなく、データベースに格納
したフィールド論理名を画面表示時に
コードから設定することにした。これに
より、類似した記述の重複をなくし、変
更箇所を一元化することで開発効率を上
げている。
　DBGrid の 列 名 設 定 の コ ー ド は、
DBGrid を拡張したオリジナルコンポー
ネントに記述している。入力項目のラベ

ル Caption 設定箇所は、使用しない
フォームもあるため汎化していない。

【ソース 1】

（3）可変メニュー
　メニュー内容は、データベース化した
ものをツリービューを使って表示する仕
組みとした。フォームの変更が不要であ
るためビルド回数を減らせるとともに、
各メニューの有効無効を切り替えると
いった対応も、データベースの変更のみ
で可能とした。
　メニューは、開発側で用意した標準メ
ニューと、各自がオリジナルメニューを
作成できるお気に入りメニューの 2 つを
用意し、各自で工夫できるようにした。

【図 3】
　メニュークリック時に開くフォーム
は、データベースに文字列として格納す
ることになるため、他の情報と合わせ
record 型として TTreeNode の Data プ
ロパティへ格納し、メニュークリック時
に読み出している。
　フォームクラスは、FindClass 関数で
探せるようにフォームの Create イベン
ト等で事前に RegisterClass 手続きを使
い、登録しておく必要がある。【ソース 2】

（4）入力値チェック
　オリジナルコンポーネントのプロパ
ティに設定した値を使用し、全角 / 半角
/ 半角大文字 / 数値型に合致する文字列
か ど う か、 文 字 型 フ ィ ー ル ド で は
EBCDIC 換算した文字数に収まってい
るかどうか、数値型フィールドでは数値
フォーマットに合致するかどうかの妥当
性チェックを行っている。
　オリジナルコンポーネントへのプロパ
ティとイベント設定は、コード上で行っ
ている。ただし、手作業でのコーディン
グは行わず、Excel 化したテーブル仕様
書（※）をもとに入力項目仕様書（図 4）
を作成し、Excel 関数で作成したコード
を貼り付けているだけである。【図 4】

【ソース 3】【ソース 4】
　また、妥当性チェックのコードも共通
クラスに記述してあるため、ほぼノー
コーディングで行っている。【ソース 5】

※ DSPFFD コ マ ン ド で FILE 化 し、
ODBC 経由で Excel に取り込む

（5）値選択とローカルキャッシュ
　区分やマスター値については通常、
CD や ID としてフィールドに格納され
ているが、それを名称や他のフィールド
値から検索して選択するための入力補助
機能を備えている。【図 5】【図 6】
　選択画面の Grid に表示される内容は
事前にキャッシュしておき、高速な表示
や検索を実現した。選択画面表示時にリ
フレッシュも可能である。
　区分値選択のキャッシュは各フォーム
でそれぞれ行い、マスター値選択の
キャッシュはキャッシュ用のクラスで
行っている。【ソース 6】

（6）値変換とエンティティクラス
　各レコードの詳細を表示する欄では、
DataSource の DataChange イベントを
使いフォーム表示時やデータ変更時に
CD や ID を名称に変換し、CD や ID と
は別にわかりやすく表示している。 

【図 7】【ソース 7】
　SQL 文に ID や CD に対応した区分や
マスターテーブルを結合して表示せず、
事前にエンティティクラスに読み込んだ
データを使用している。そのため高速で、
CD や ID を直接入力した際にもサー
バーと通信することなく、表示内容を更
新できる。【ソース 8】
　また、手入力した CD や ID がデータ
ベ ー ス 上 に 存 在 す る か ど う か も
ClientDataSet の Validate イベントを
使い、その場でチェック可能としている。

【図 8】

今後の予定・計画
（1）業務ポータルとしてのグループウェア
　Delphi/400 とは別の統合開発環境で
構築しているグループウェアの Web
サービス連携機能について、これを
Delphi/400 に移植し、更新情報やアラー
トをグループウェアに最新情報として書
き込めるようにする。

（2）印刷方法の拡張
　現在の印刷方法は、帳票サーバーへ
CSV データとしてデータを渡して印刷
する方法しかなく、その場でプレビュー
す る こ と が で き な い。 そ の た め、
QuickReport や Excel を使った出力手
段を実装したい。
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図4　入力項目仕様書

ソース2　レコード型定義のサンプルコード

図3　可変メニューの仕組み
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（3）フィールド指定検索の拡張
　対象テーブルの指定フィールドでレ
コードを検索する機能があるが、CD や
ID でしか検索できない。これを、関連
テーブルの名称（例えば、社員マスター
にある社員名）を使って検索できるよう
に拡張する。（※）【図 9】

※「含む」「＝」等のオペランドリストは、
フィールド型に対応した内容に自動変更。

（4）バッチ処理の実行管理
　現在は IBM i 上でバッチ処理を実行
しているが、Delphi/400 への置き換え
も検討している。その場合は Windows
サ ー バ ー 上 で 動 く こ と に な る が、
Windows のタスクスケジューラーを使
うのではなく、独自の実行管理アプリ
ケーションの構築を考えている。

フレームワーク構築で
感じたこと
　当社のように少人数で自社システムの
開発運用を行うためには、いかに冗長
コードやデータを減らし、再利用性を高
めるかが重要であると考えられる。しか
し、情報システム部門にはインフラ管理
やユーザーサポートをはじめ、開発以外
の仕事についても多くの時間を要し、開
発自体も次々に相談や依頼が舞い込んで
くる。
　後々のことを考えれば、開発効率を上
げるためのリファクタリングが重要であ
ることはわかっている。とはいえ、ユー
ザーにとって目に見えるものではなく、
その効果を捉えにくいものであるため、
時間を割り当てにくいというジレンマを
感じた。
　今後も拡張やリファクタリングを続け
ていくことになるが、自社用にゼロから
構築するのは情報量も少なくなかなか骨
の折れる作業であり、テクニカルレポー
トのようなユーザー同士の情報共有がさ
らに活発に実践されていけば、IBM i 
と Delphi という強力な組み合わせが
もっと広がるのではないかと感じた。
　ユーザー企業が集まり、勉強会という
形でアイデアを出し合ったり相談をする
機会があってもよいとも思う。
� M
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ソース4　オリジナルコンポーネントのプロパティ設定サンプルコード

ソース5　入力チェック時のサンプルコード

ソース3　Excel関数で作成したコードサンプル
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ソース6　区分選択画面呼び出しのサンプルコード

図6　区分コード

図5　マスター値選択：社員コード

図7　コードから名称に変更して表示



11

図8　存在チェック結果

図9　検索画面の拡張

ソース7　DataSourceのDataChangeイベントでの呼び出し例

ソース8　名称表示用オブジェクトに値をセットするサンプルコード




